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自
家
成
立
の

　
根
源
は
和
に
あ
り

秩
序
の
根
源
は

　
　
神
祖
崇
敬
よ
り
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

令和 3 年 5 月 1 日 令和 3 年 5 月 1 日

日本国旗は白地に赤（右）、パラオ国旗は青地に黄（左）
パラオ国旗の黄丸は少し中心からずらしてある。

日本・パラオ友好の橋（KBブリッジ）もある。
パラオ共和国は親日的な国である。

「疫病退散」「幸先詣」の幟が立ち並び、
　　御神輿も、参拝者を迎えます。

重
厚
、
快
活
に
舞
楽
「
納
曽
利
」
が
奉
納
さ
れ
た
。

爽やかな青空のもと
大阪本部　春之例大祭　厳粛・盛大に挙行
―まん延防止等重点措置を受け、神輿巡行は割愛―

日
本
語
を
公
用
語
と
す
る
国

　
―
四
月
は
御
教
祖
の
ご
誕
生
月
―

ご教話

教祖祭
（4月9日）

な
　
そ
　
り

　

本
日
は
教
祖
祭
。
更
に
今
月

は
御
教
祖
の
ご
誕
生
月
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

明
治
元
年
四
月
二
十
一
日
、

現
在
御
本
宮
の
あ
る
、
山
梨
県

内
船
の
地
に
御
教
祖
は
お
生
ま

れ
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
代
の
様
に
、
も
の
の
豊
か

な
時
代
、
恵
ま
れ
た
時
代
で
は

無
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
ご
苦

労
も
お
あ
り
だ
っ
た
だ
ろ
う
と

拝
察
致
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
御
教
祖
は
大

変
向
学
心
が
強
く
、
十
七
歳
の

頃
、
京
都
の
花
本
十
一
世
不
識

庵
先
生
の
も
と
で
和
歌
を
と
お

し
て
勉
強
さ
れ
ま
す
。

　

京
都
へ
行
く
と
い
い
ま
し
て

も
、
当
時
、
村
に
は
ま
だ
汽
車

も
通
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

富
士
川
を
帆
掛
け
舟
で
下
る
と

い
う
、
今
で
い
う
な
ら
海
外
留

学
に
で
も
行
く
様
な
感
覚
だ
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

内
船
に
帰
ら
れ
た
御
教
祖
は

「
今
に
水
が
火
に
な
る
ぞ
」
と

村
人
た
ち
に
話
さ
れ
ま
す
。
村

人
た
ち
は
驚
い
て
「
京
都
へ
行

っ
て
頭
が
お
か
し
く
な
っ
た
の

で
は
」
と
噂
さ
れ
た
の
だ
そ
う

で
す
。

　

実
は
そ
の
頃
京
都
で
は
、
琵

琶
湖
疎
水
の
建
設
に
並
行
し

て
、
日
本
初
の
水
力
発
電
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見

聞
さ
れ
た
の
で
す
。

　

後
に
水
力
発
電
所
が
操
業
、

そ
の
電
力
で
街
灯
が
灯
さ
れ
る

の
を
見
て
、
村
人
た
ち
も
な
る

ほ
ど
と
納
得
さ
れ
た
の
だ
そ
う

で
す
。

　

も
う
一
つ
、
御
教
祖
が
京
都

か
ら
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
に
、

道
路
の
普
請
が
あ
り
ま
す
。
碁

盤
の
目
の
様
に
整
備
さ
れ
た
京

都
の
町
並
み
に
比
べ
て
、
内
船

の
村
の
道
は
曲
が
り
く
ね
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　
「
村
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、

ま
ず
道
路
を
整
備
す
べ
き
だ
」

と
、
私
財
を
投
げ
打
っ
て
村
中

に
直
線
の
通
り
を
い
く
つ
も
作

ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

扨
、
四
月
は
「
卯
月
」
と
申

し
ま
す
。
卯
月
な
ど
の
名
称
は

元
々
旧
暦
に
付
け
ら
れ
た
異
称

で
す
。
旧
暦
の
四
月
は
、「
卯

の
花
が
咲
く
頃
」
で
す
の
で
卯

月
と
呼
ば
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

又
ウ
ノ
ハ
ナ
の
植
物
名
を

「
ウ
ツ
ギ
」
と
い
い
、
そ
の
花

が
満
開
に
な
る
季
節
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
卯
月
」
と
名
付
け
ら

れ
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

因
み
に
、
お
か
ら
の
こ
と
を

卯
の
花
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
の
ウ

ツ
ギ
の
花
で
あ
る
卯
の
花
の
、

白
い
小
花
が
咲
い
て
い
る
姿
と

似
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
日
本

の
公
用
語
は
何
語
か
、
皆
さ
ん

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
「
勿
論
、
日
本
語
だ
」
と
、

誰
も
が
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
実
は
、
日
本
で
は
公

用
語
が
法
律
等
で
正
式
に
定
め

ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

あ
く
ま
で
昔
か
ら
の
慣
習
で
、

私
達
の
会
話
や
公
式
な
文
章
に

は
日
本
語
が
使
用
さ
れ
、
義
務

教
育
で
も
国
語
と
し
て
日
本
語

を
学
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
何
と
、
日
本
以
外
の

国
で
日
本
語
を
公
用
語
と
定
め

て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
パ
ラ
オ
と
い
う
国
で
す
。

　

日
本
か
ら
南
へ
約
三
千
キ
ロ

に
位
置
す
る
パ
ラ
オ
共
和
国
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
以
降
、
日
本

の
統
治
下
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
教
育
、
医
療
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
全
て
日
本
政
府

が
賄
い
、
パ
ラ
オ
は
大
変
感
謝

し
、
現
在
も
一
部
の
州
で
日
本

語
が
公
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
先
程
申
し
上
げ
た

様
に
、
日
本
で
は
日
本
語
が
公

用
語
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
長

い
歴
史
の
中
で
日
本
人
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
日
本
語
。

　

又
明
治
天
皇
が
多
く
詠
ま

れ
、
御
教
祖
も
親
し
ま
れ
た
和

歌
も
、
日
本
語
の
美
し
さ
を
表

現
す
る
文
化
の
一
つ
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
伝
統
、
文
化
を

大
切
に
守
り
続
け
る
姿
も
ま
た

日
本
人
の
心
の
美
し
さ
で
あ

り
、
日
本
人
の
つ
と
め
で
は
な

い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

春
風
に
「
日
の
丸
」
が
高
々

と
な
び
く
寶
生
教
大
阪
本
部
。

正
に
春
う
ら
ら
の
陽
気
溢
れ
る

四
月
十
一
日
の
佳
き
日
。
春
之

神
恩
感
謝
例
大
祭
が
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

門
両
脇
の
教
会
旗
に
、「
疫

病
退
散
」
の
幟
を
も
設
え
、
中

庭
に
は
威
風
堂
々
た
る
御
神
輿

が
、
西
播
・
養
老
両
教
会
長
を

筆
頭
に
支
部
ご
家
族
、
教
信
徒

の
皆
様
、
そ
し
て
全
国
各
地
よ

り
ご
参
集
の
本
部
教
信
徒
の
皆

様
を
お
出
迎
え
。

　

こ
の
週
の
初
め
に
大
阪
府
に

適
用
さ
れ
た
「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」
を
受
け
、
恒
例
の

ほ
り
え
神
輿
巡
行
、稚
児
行
列
、

餅
ま
き
神
事
は
惜
し
く
も
割
愛

と
相
成
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
教
信
徒
一

人
ひ
と
り
が
大
神
様
の
ご
守
護

の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る

対
策
を
充
分
に
施
し
、
定
刻
の

十
時
に
開
式
。

　

御
神
前
に
は
、
種
々
の
御
饌

物
が
う
ず
た
か
く
供
え
ら
れ
、

春
の
花
も
麗
し
く
差
し
飾
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
祭
式
次
第
に
従
い
祭
典
は

進
み
、
祭
主
祝
詞
で
は
国
家
安

泰
、
皇
室
安
寧
、
更
な
る
神
威

高
揚
、
教
勢
拡
充
、
又
コ
ロ
ナ

禍
の
一
日
も
早
い
終
息
と
、
本

部
教
会
の
お
膝
元
・
堀
江
地
域

の
健
全
発
展
、
教
信
徒
皆
様
の

安
心
立
命
な
生
活
を
祈
願
下
さ

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
舞
楽
「
納
曽
利
」
奉

納
。
舞
人
は
権
現
家
・
倭
子
様

と
内
池
先
生
の
二
人
。
楽
人
と

舞
人
が
息
を
合
わ
せ
、
切
れ
よ

く
、
勢
い
あ
る
舞
楽
を
奉
納
。

　

祭
主
代
表
玉
串
に
、
参
拝
者

一
同
心
を
合
わ
せ
、
大
神
様
、

御
教
祖
様
、
御
祖
先
様
の
日
々

の
御
神
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
、

行
く
手
の
御
幸
を
願
い
ま
し
た
。

　

祭
典
に
引
き
続
き
直
会
を
実

施
。
西
播
教
会
長
様
の
ご
発
声

で
乾
杯
、
大
神
様
と
同
じ
空
間

で
和
や
か
に
食
事
を
頂
き
、
福

当
た
り
抽
選
で
は
、
養
老
教
会

よ
り
お
供
え
頂
い
た
筍
に
、
有

志
の
皆
様
お
供
え
の
嬉
し
い
賞

品
の
数
々
を
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
養
老
教
会
長
様
の
ご

発
声
で
万
歳
三
唱
、
慶
び
の
内

に
お
開
き
と
成
り
ま
し
た
。
こ

ち
ら
も
養
老
教
会
か
ら
お
持
ち

頂
い
た
蕗
を
お
下
が
り
に
頂
き

ま
し
た
。

　

巷
は
未
だ
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

現
状
の
中
に
あ
り
ま
し
て
も
、

無
事
に
滞
り
無
く
大
祭
奉
仕
が

出
来
ま
し
た
の
は
、
大
神
様
の

御
神
威
に
由
る
こ
と
は
申
し
上

げ
る
ま
で
も
無
く
、
教
信
徒
皆

様
の
篤
い
信
仰
の
賜
物
で
あ
る

と
確
信
致
し
ま
す
。

　

大
祭
斎
行
に
あ
た
り
数
日
来

諸
準
備
、
ご
奉
仕
を
頂
き
ま
し

た
総
代
始
め
各
役
員
、
有
志
の

皆
様
、
又
心
尽
く
し
の
福
当
た

り
賞
品
を
お
供
え
頂
き
ま
し
た

皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

五
月　

一
日（
土
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

二
日（
日
）　

御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
土
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
日
）　

教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
前
十
時

　
　
　

　
　
　
　
　
愛
教
婦
人
会
総
会　
　

正
午

　
　

十
二
日（
水
）　

宝
生
会
（
信
楽
Ｃ
Ｃ
）

　
　

十
五
日（
土
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

二
二
日（
土
）　

養
老
教
会
修
行
日

　
　

二
三
日（
日
）　

西
播
教
会
修
行
日

　
　

二
五
日（
火
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　

二
八
日（
金
）　

西
部
・
大
正
、東
部
・
南
部
、

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
北
部
、南
海
地
区
敬
和
会

　
　

三
十
日（
日
）　

名
古
屋
地
区
敬
和
会

六
月　

一
日（
火
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

四
日（
金
）　

城
北
地
区
敬
和
会

　
　
　

五
日（
土
）　

福
島
、南
大
阪
、阪
神

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
神
戸
、京
都
・
奈
良
地
区
敬
和
会

　
　
　

六
日（
日
）　

御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
火
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
水
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

教
　
会
　
行
　
事

し
お
り

な
　
そ
　
り



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮　

月
並
祭　
　
　

毎
月
第
一
日
曜
日　

午
前
十
一
時
半
よ
り

（３）  5 月号 5 月号　（２）（507号） （507号）令和 3 年 5 月 1 日 令和 3 年 5 月 1 日

死
を
無
駄
に
恐
れ
る
な
。

春之大祭
ご 教 話「

御
神
言
」は
有
難
い
偉
大
な
祝
詞

　
―「
寶
生
教
」の
名
が
大
き
く
地
方
新
聞
に
掲
載
―

ご教話

月並祭
（4月1日）

御
神
前
、
美
し
く
献
饌
さ
れ
、

　

祭
主
祝
詞
奏
上
。

３
月
22
日
の
「
大
阪
日
日
新
聞
」
19
ペ
ー
ジ
に
大
き
く

　
　

大
阪
本
部
長
様
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

西
播
教
会
長
様
に
よ
る

　
　

奉
幣
行
事

養
老
教
会
長
様
の

　

ご
発
声
で
万
歳
三
唱
。

大祭ご教話なさる祭主・本部長様

　

教
信
徒
の
皆
様
、
本
日
は
大

阪
本
部
春
之
例
大
祭
に
よ
う
こ

そ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。

　

西
播
、
養
老
、
各
教
会
長
様

を
筆
頭
に
ご
家
族
、
役
員
、
教

信
徒
の
皆
様
、
又
東
は
関
東
、

東
海
、
西
は
米
子
よ
り
、
更
に

大
阪
近
郊
、
市
内
各
地
域
の
本

部
教
信
徒
の
皆
様
、
そ
れ
ぞ
れ

に
誠
心
込
め
て
の
ご
参
拝
、
誠

に
お
疲
れ
様
で
御
座
居
ま
す
。

　

只
今
は
、
我
々
寶
生
教
を
信

仰
す
る
者
に
取
り
ま
し
て
大
切

な
春
之
例
大
祭
が
無
事
斎
行
さ

れ
ま
し
た
こ
と
、
先
ず
は
共
々

に
お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
間
は
コ
ロ
ナ
禍

中
々
収
ま
ら
ず
、
大
阪
府
下
に

於
き
ま
し
て
も「
ま
ん
延
防
止
」

の
措
置
が
と
ら
れ
て
お
り
、
残

念
で
は
あ
り
ま
す
が
「
ほ
り
え

神
輿
巡
行
」「
し
あ
わ
せ
の
お

稚
児
さ
ん
行
列
」「
餅
ま
き
行

事
」
は
実
施
を
見
送
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
日
本
に
於
い
て

は
、
世
の
中
が
得
も
言
わ
れ
ぬ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
恐
怖

に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
が
用
意

さ
れ
て
も
、
肝
心
の
特
効
薬
が

未
だ
無
い
事
が
理
由
と
し
て
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
無
い
様
に

感
じ
ま
す
。

　
『
神
と
見
え
な
い
世
界
』（
※
）

と
云
う
書
籍
の
中
に
書
か
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
京
都
大
学
大

学
院
教
授
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー

氏
の
研
究
に
よ
る
と
、「
今
の

日
本
人
は
、
死
を
も
っ
と
も
恐

れ
て
い
る
民
族
の
ひ
と
つ
」
な

の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
同
氏
に
よ
る
と
、
五

〜
六
十
年
前
の
日
本
人
は
そ
う

で
は
無
く
、
死
を
自
然
な
も
の

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
の

に
、
現
代
の
日
本
人
は
、
死
を

異
常
な
ま
で
に
恐
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
す
。

　

確
か
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
報
道
な
ど
を
見
て
お
り
ま
す

と
、
重
篤
者
病
床
の
確
保
の
為

に
、
他
の
全
て
の
事
象
を
後
回

し
に
し
て
構
わ
な
い
と
云
う
様

な
印
象
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
世
の
生
命
あ
る
も
の
全

て
に
、
確
実
に
定
め
ら
れ
た
未

来
が
一
つ
だ
け
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
、
お
解
り
に
な
る
で
し

ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
誰
も
が
等
し
く
、

死
を
迎
え
る
と
云
う
こ
と
で
す
。

　

私
達
寶
生
教
の
教
え
の
一
つ

に
「
自
家
成
立
繁
栄
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

単
純
に
理
解
す
れ
ば
、「
自
分

達
の
氏
名
の
繁
栄
を
目
指
す
」

と
云
う
意
味
な
の
で
す
が
、
そ

う
簡
単
な
意
味
だ
け
で
は
無
い

様
に
思
い
ま
す
。

　

先
程
申
し
上
げ
た
様
に
、
私

達
生
命
あ
る
者
は
、
必
ず
何
れ

死
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
の
死
を
無
駄
に
恐
れ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
命
あ
る
時
間
を

ど
の
様
に
生
き
て
、
与
え
ら
れ

た
氏
名
を
如
何
に
し
て
発
展
さ

せ
る
か
。

　

そ
し
て
、
人
と
し
て
美
し
く

老
い
て
い
く
姿
を
次
の
世
代
に

示
せ
る
か
と
云
う
事
を
、
御
教

祖
は
我
々
に
示
し
て
下
さ
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
一
つ
、
人
智
を
越
え
、

人
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
無

い
も
の
に
「
縁
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
縁
」
と
一
口
に
申
し
ま
し

て
も
、
様
々
な
「
縁
」
が
御
座

居
ま
す
。

　

結
婚
相
手
と
の
縁
、
友
人
と

の
縁
、
先
生
と
の
縁
、
上
司
部

下
と
の
縁
、
仕
事
の
縁
、
取
引

先
の
縁
。

　

以
前
か
ら
お
話
し
て
お
り
ま

す
様
に
、「
縁
」
こ
そ
大
神
様
、

御
祖
先
様
方
が
引
き
寄
せ
、
巡

り
合
わ
せ
て
下
さ
る
も
の
で
す
。

　

教
会
で
も
こ
の
春
よ
り
よ
う

や
く
、
進
学
や
就
職
、
起
業
、

独
立
な
ど
、新
し
い
人
生
の「
門

出
」
に
幸
多
き
事
を
祈
る
ご
祈

願
の
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

　
「
幸
先
詣
」
と
申
し
ま
す
。

　

新
し
い
環
境
で
そ
れ
ぞ
れ
が

大
神
様
、御
祖
先
様
の
ご
守
護
、

良
い
ご
縁
を
頂
か
れ
、
人
生
が

心
豊
か
に
な
る
事
を
祈
願
致
し

ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
所
前
に

案
内
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

　

本
日
ご
参
拝
の
皆
様
そ
れ
ぞ

れ
が
迎
え
ら
れ
た
新
年
度
。
巷

の
厳
し
さ
に
流
さ
れ
ぬ
様
、
大

神
様
、
御
祖
先
様
の
大
い
な
る

ご
守
護
を
頂
か
れ
、
実
り
多
き

年
度
に
な
り
ま
す
様
、
又
ご
家

族
皆
様
が
健
康
で
、
氏
名
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
す
様
祈
念
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

日
の
大
祭
斎
行
に
あ
た
り
ま
し

て
総
代
は
じ
め
参
事
、
地
区
世

話
人
、
婦
人
世
話
人
、
青
年
部
、

宝
寿
会
、
有
志
の
皆
様
に
は
、

数
日
来
、
準
備
の
為
に
ご
奉
仕

頂
き
ま
し
て
誠
に
有
り
難
う
御

座
居
ま
し
た
。

　

又
祭
員
、
雅
楽
部
の
皆
様
の

ご
奉
仕
に
心
よ
り
感
謝
を
致

し
、
殊
に
、
祭
典
中
奉
納
致
し

ま
し
た
舞
楽
は
「
納
曽
利
」
と

申
し
ま
し
て
、
舞
人
は
新
宅
の

倭
子
さ
ん
と
内
池
先
生
で
す
。

舞
、
奏
楽
共
に
き
れ
良
く
演
奏

頂
き
ま
し
た
。

　

更
に
、
直
会
福
当
た
り
の
賞

品
を
お
供
え
頂
き
ま
し
た
有
志

の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

※
矢
作
直
樹
氏

　

村
上
和
雄
氏
共
著

　

本
日
は
お
陰
話
を
二
つ
ご
披

露
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

先
ず
は
、
二
月
十
七
日
教
会

本
殿
に
お
い
て
、
日
頃
謡
曲
の

ご
指
導
を
賜
る
上
野
先
生
に
よ

る
新
作
能
「
ア
マ
ビ
エ
」
の
奉

納
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
縁
あ
っ
て
大
阪
日

日
新
聞
の
記
者
が
取
材
に
来
ら

れ
、
翌
日
の
紙
面
で
取
り
上
げ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
記
者
は
米
子
出
身
の
方

で
、
教
会
に
も
米
子
の
信
徒
さ

ん
が
居
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
話

が
弾
み
ま
し
た
。

　

色
々
と
お
話
を
し
て
お
り
ま

す
と
、
保
守
的
な
考
え
方
を
お

持
ち
で
、
神
道
的
な
も
の
の
考

え
方
に
も
な
じ
ん
で
居
ら
れ
る

方
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
以
前
皆
様
に
も
お

話
し
し
ま
し
た
『
鬼
滅
の
刃
』

か
ら
垣
間
見
え
る
「
日
本
人
ら

し
さ
」
と
い
う
お
話
を
し
ま
し

た
ら
、
大
変
興
味
を
お
持
ち
下

さ
り
、取
材
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

小
さ
い
枠
で
取
り
上
げ
て
も

ら
え
る
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
三
月
二
十
二
日
の

紙
面
で
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　

大
阪
日
日
新
聞
は
地
方
紙
で

は
あ
り
ま
す
が
、
公
的
な
メ
デ

ィ
ア
で
「
寶
生
教
」
の
名
が
載

り
、
日
頃
説
く
神
道
精
神
、
日

本
人
ら
し
さ
を
世
間
の
目
に
触

れ
て
頂
く
事
が
出
来
た
の
は
大

変
有
り
難
い
事
で
す
。

　

大
神
様
、
御
祖
先
の
お
運
び

く
だ
さ
っ
た
尊
い
ご
縁
に
、
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
お
陰
話
は
先

月
、
車
で
西
播
教
会
に
出
張
へ

参
り
、教
会
へ
帰
っ
て
来
た
夜
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ん
か
も

入
っ
た
小
銭
入
れ
が
見
当
た
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。

　

何
処
か
で
落
と
し
た
か
な
と

も
思
い
ま
し
た
が
、
最
後
車
に

乗
っ
た
時
は
確
か
に
持
っ
て
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

で
す
か
ら
車
の
中
を
よ
く
探

し
ま
し
た
が
、
何
度
探
し
て
も

見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

家
内
に
聞
い
て
み
ま
す
と
、

「
そ
う
い
う
時
は
、
心
を
落
ち

着
け
て
、
神
様
に
よ
く
お
参
り

し
て
み
た
ら
ど
う
か
」
と
い
っ

て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
二
人
で

神
様
に
向
か
っ
て
御
神
言
を
唱

え
、
も
う
一
度
車
を
見
に
行
き

ま
し
た
。

　

そ
の
瞬
間
、
家
内
が
「
こ
こ

に
あ
る
よ
」
と
、
何
度
探
し
て

も
見
つ
け
る
こ
と
の
出
来
な
か

っ
た
小
銭
入
れ
を
手
に
持
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
「
御
神
言
」
と
い
う
祝
詞
の

偉
大
さ
、
有
り
難
さ
を
目
の
当

た
り
に
し
、
実
体
験
さ
せ
て
頂

い
た
お
話
で
す
。

　

又
学
生
時
分
、
教
父
に
よ
く

教
え
ら
れ
ま
し
た
。
試
験
等
、

緊
張
す
る
様
な
場
面
で
は
、
御

神
言
を
ゆ
っ
く
り
三
回
唱
え
れ

ば
、
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
、

実
力
が
発
揮
で
き
る
の
で
す
。

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
そ
の

様
な
大
事
な
場
面
、
ま
た
困
っ

た
こ
と
や
思
い
悩
む
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
様
な
時
は
ど
う
ぞ
心
を

落
ち
着
け
て
、
御
神
言
を
心
か

ら
唱
え
、
祈
ら
れ
ま
す
と
、
不

思
議
な
作
用
を
与
え
て
く
だ
さ

る
祝
詞
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
御
神
言
は
、
大
正
七
年

に
御
教
祖
が
前
の
二
行
を
ま
ず

お
定
め
に
な
り
、
戦
後
間
も
な

く
は
後
の
二
行
を
御
神
言
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

後
に
故
真
道
大
権
現
職
様

が
四
行
を
御
神
言
と
し
て
定

め
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

　
「
お
し
え
の
し
お
り
」
に
御

神
言
の
文
字
を
一
字
一
字
頭
に

い
た
だ
い
て
、
教
え
の
話
の
み

ち
し
る
べ
と
し
て
つ
づ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

以
前
、
前
の
二
行
ま
で
は
お

話
し
し
ま
し
た
の
で
、
今
日
は

戦
後
つ
く
ら
れ
た
後
の
二
行
を

ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

三
行
目
の
「
仁
義
礼
智
忠
信

孝
悌
」
は
、
社
会
奉
仕
の
祈
り

で
す
。

仁
…
仁
は
他
人
の
た
め
な
ら
ず
、

子
孫
繁
栄
、
社
会
融
和
の

基
と
知
れ
。

義
…
義
理
人
情
あ
っ
て
、
こ
の

世
は
成
り
立
つ
も
の
。
道

理
恩
義
を
忘
れ
る
な
。

礼
…
礼
は
心
の
現
れ
で
、
つ
つ

し
み
深
き
は
美
し
く
、
行

い
浅
き
は
軽
薄
倣
慢
に

見
ゆ
。

智
…
知
恵
は
つ
き
る
こ
と
な
し
。

学
び
修
め
て
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
用
立
て
よ
。

忠
…
忠
は
真
心
を
つ
く
す
こ
と

に
し
て
、
健
康
で
国
家
社

会
に
御
奉
仕
を
。

信
…
信
じ
合
う
は
安
心
立
命
の

基
、
不
信
は
短
命
没
落
の

渕
と
知
れ
。

孝
…
孝
は
百
行
の
基
、
親
長
上

を
た
い
せ
つ
に
、
不
安
な

心
を
持
た
せ
ぬ
よ
う
。

悌
…
悌
は
兄
姉
弟
妹
仲
睦
じ
く

の
意
な
り
。
長
幼
の
序
わ

き
ま
え
て
。

　

四
行
目
の
「
陰
陽
博
愛
情
感

頓
心
」
は
、
家
庭
和
合
の
祈
り

で
す
。

陰
…
陰
は
婦
徳
、婦
道
に
通
じ
、

子
女
育
成
の
た
い
せ
つ
な

務
め
あ
り
。

陽
…
陽
気
暮
ら
し
が
自
家
成
立

繁
栄
の
根
元
、
家
長
を
中

心
に
笑
顔
で
暮
せ
。

博
…
博
き
心
は
信
仰
で
養
う
べ

し
。
感
謝
が
あ
っ
て
す
べ

て
が
育
つ
。

愛
…
愛
は
捧
げ
て
悔
い
な
き
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

真
の
愛
に
は
敵
は
な
い
。

情
…
情
は
過
ぎ
れ
ば
禍
と
な
り
、

足
ら
ぬ
は
不
仲
の
も
と
と

な
る
。
勇
気
節
度
が
最
も

肝
要
。

感
…
感
じ
や
す
き
は
人
の
常
。

悪
口
か
げ
口
慎
ん
で
、
明

る
い
友
を
つ
く
る
よ
う
。

頓
…
頓
智
頓
才
は
現
世
生
活
の

必
須
条
件
。
分
に
応
じ
た

勉
強
を
せ
よ
。

心
…
心
は
己
が
生
命
の
た
い
せ

つ
な
蔵
。
ち
り
あ
く
た
を

取
り
除
き
、
信
仰
で
稼
い

だ
徳
を
蓄
え
よ
。

　

又
「
信
仰
生
活
心
得
」
の
一

つ
め
に
も
、

「
常
に
御
神
言
を
唱
え
、
お
み

ち
に
は
ず
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

い
た
し
ま
せ
ん
。」

と
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
の
尊
い「
御
神
言
」

を
一
心
に
唱
え
ら
れ
れ
ば
、
何

時
で
も
、
何
処
に
居
て
も
、
即

座
に
大
神
様
が
大
き
な
お
力
。

お
徳
を
授
け
て
く
だ
さ
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

う
じ
な

さ
い
さ
き
も
う
で

な
　
そ
　
り

な
さ
け

う
る
わ

も
と
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